生活衛生豆知識№１０

お風呂の悪者レジオネラ

レジオネラ症は、レジオネラ属菌を原因として起きる感染症で、病型として肺炎型（在郷軍人病）と感冒型（ポンティアック熱）があります。平成１４年に宮崎県日向市の大型入浴施設において大きな事故が発生しましたが、入浴施設のほか空調設備の冷却塔に関連した事故が多いです。そこで、レジオネラ症の概要、発生例、対策について簡単にお知らせします。

レジオネラ症とは
①  レジオネラ（Legionella）属の細菌が原因で起きる感染症です。

②  症状によって２つの病型に分類されます。

肺炎型（在郷軍人病）：悪寒、発熱、咳、頭痛、筋肉痛などで始まり、その後急速に高熱、胸痛、呼吸困難などの肺炎症状が現れ、死亡することがあります。下痢などの消化器症状を伴うこともあります。
　　　　感冒型（ポンティアック熱）：インフルエンザ様の熱性疾患で、突然の発熱、悪寒、 筋肉痛で始まるが、一過性で治癒します。

③  潜伏期間：通常３～６日

④  感染源：レジオネラが生息する土壌の砂塵やこれに汚染された人工水が感染源です。

入浴施設の浴槽水、空調設備の冷却塔・噴水・加湿器等のエアロゾル

⑤  人から人への感染はありません。ヘビースモーカー・大酒のみ・糖尿病患者・腎臓病患者・以前に肺の病気を患った人・免疫抑制剤服用者などが感染しやすい。

レジオネラ属菌とは
①  レジオネラ属の細菌で４０以上が確認されています。ヒトの発症例及び環境水からの検出が多いのは

　  Legionella pneumophila（Legion：在郷軍人会、pneumo：空気・肺、phila：フィラデルフィアの略）

②  幅0.3～0.9μm、長さ2～20μmの好気性でグラム陰性の桿菌です

③  発育至適温度は36℃、発育可能温度25～43℃。20℃以下では繁殖できず、70℃では速やかに死滅します。塩素対してはやや耐性です

④  自然界の土壌や淡水に生息し、他の細菌や藻類の代謝産物の利用または細菌捕食性原生動物（アメーバー等）に寄生して増殖します。
⑤  浴槽水、冷却塔の冷却水・噴水などへは土埃や補給水とともに混入します。

レジオネラ症の主な発生例
・1976年（昭和51年）７月、米国ペンシルベニア州フィラデルフィアのホテル

米国在郷軍人会（American Legion）総会の参加者やホテル周辺の通行人などに原因不明の重症肺炎が集団発生。221名が発症し、うち29名が死亡。そこで、在郷軍人病と呼ばれています。

・平成14年７月、宮崎県日向市の公営浴場

　　開設直後の浴場の利用者多数が発熱、咳、頭痛等の症状を呈した。発症者の喀痰と浴槽水から検出されたレジオネラ属菌の遺伝子が一致しました。295名が発症し、うち７名が死亡。

発生原因としては①浴槽水の消毒、②ろ過装置の洗浄などが不適切でした。

循環式浴場でのレジオネラ対策

・浴場の洗浄を徹底する。

・循環ろ過装置・集毛器（ヘヤーキャッチャー）の洗浄と消毒を徹底する。

・浴槽水の塩素消毒を徹底し、遊離残留塩素を0.4ml／L以上を保つ。

・空調設備の冷却塔・装飾用噴水での事故も発生するので、これらの洗浄・消毒を徹底する。
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